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『
万
葉
集
」
九
〇
四
～
九
〇
六
番
歌
の
清
濁
表
記
に
つ
い
て
濤
　
岡
　
由
　
美
［
キ
ー
ワ
ー
ド
　
①
　
清
濁
表
記
、
②
　
「
巻
5
」
、
③
　
三
首
歌
群
、
④
　
異
例
表
記
、
⑤
　
表
記
意
識
］
漏、
ﾍ
じ
め
に
一89一
　
万
葉
集
巻
五
の
末
尾
「
恋
男
子
名
古
日
歌
三
首
」
　
（
九
〇
四
～
九
〇
六
番
歌
）
は
、
次
に
記
す
左
注
と
と
も
に
注
目
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
左
注
の
解
釈
次
第
で
巻
五
の
編
纂
過
程
の
推
定
が
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
右
一
首
、
作
者
未
詳
。
但
、
以
裁
歌
之
膿
似
於
山
上
之
操
載
此
次
焉
。
こ
の
左
注
の
「
右
一
首
」
が
さ
し
て
い
る
の
は
ど
の
歌
な
の
か
。
文
字
通
り
左
注
の
す
ぐ
右
隣
の
九
〇
六
番
歌
の
一
首
を
さ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
九
〇
四
～
九
〇
六
番
歌
の
一
歌
群
を
さ
す
の
か
、
が
問
題
の
焦
点
な
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
山
上
憶
良
の
歌
風
や
、
題
詞
と
左
注
の
歌
数
の
記
し
方
か
ら
、
　
「
右
一
首
」
の
検
討
が
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
検
討
か
ら
は
充
分
な
解
決
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
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と
こ
ろ
が
、
表
記
の
研
究
か
ら
は
、
巻
五
の
う
ち
末
尾
三
首
が
特
殊
な
表
記
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
巻
五
の
中
心
歌
人
で
あ
る
山
上
憶
良
と
大
伴
旅
人
、
万
葉
集
の
最
終
編
纂
に
最
も
深
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
大
伴
家
持
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
こ
れ
ら
三
人
の
使
用
字
母
と
比
較
す
る
と
、
三
首
歌
群
の
字
母
は
、
大
伴
家
持
の
も
の
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
三
宜
の
表
記
は
、
大
伴
家
持
の
天
平
十
八
年
か
ら
天
平
勝
宝
二
年
ま
で
の
越
中
守
在
任
中
の
時
期
の
歌
の
そ
れ
と
重
な
る
と
い
（
寒
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
久
三
首
歌
群
は
・
天
平
＋
八
年
か
ら
天
平
勝
宝
二
年
ま
で
の
間
に
、
大
伴
家
持
に
よ
・
て
巻
五
の
末
尾
に
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
　
ま
た
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
モ
甲
・
乙
類
の
検
討
か
ら
も
、
三
首
歌
群
は
そ
の
書
き
分
け
が
な
い
点
で
、
そ
れ
が
あ
る
巻
五
全
　
　
　
　
　
　
（
3
）
体
と
は
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
歌
者
の
使
用
字
母
と
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
モ
甲
・
乙
類
の
区
別
の
二
点
か
ら
、
巻
五
に
お
け
る
末
尾
三
首
歌
群
の
表
記
の
特
殊
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
と
こ
ろ
が
、
万
葉
集
巻
五
の
清
濁
表
記
を
調
査
す
る
と
、
や
は
り
、
末
尾
三
首
歌
群
の
表
記
が
巻
五
全
体
の
も
の
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
清
濁
表
記
の
特
殊
性
、
言
い
換
え
れ
ぽ
清
濁
表
記
意
識
の
相
違
か
ら
も
ま
た
、
末
尾
三
首
の
一
歌
群
が
左
注
の
「
右
一
首
」
と
し
て
巻
五
の
末
尾
に
付
加
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
項
で
は
、
末
尾
三
首
歌
群
の
清
濁
表
記
が
巻
五
全
体
と
は
区
別
さ
れ
る
と
考
え
得
る
用
例
－
巻
五
に
お
け
る
清
濁
異
例
表
記
1
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
　
具
体
的
な
検
討
を
行
う
前
に
、
確
認
し
て
お
く
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
清
濁
表
記
の
検
討
は
巻
ご
と
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
清
濁
表
記
の
検
討
は
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
万
葉
集
な
ど
文
献
単
位
で
行
わ
れ
る
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
研
究
が
進
み
、
多
く
の
文
献
の
多
元
的
成
立
が
推
測
さ
れ
得
る
現
在
、
そ
れ
を
表
記
し
て
い
る
仮
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名
に
つ
い
て
も
、
多
元
的
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
要
求
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
既
に
部
分
的
に
実
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
献
の
構
成
単
位
ご
と
に
、
例
え
ば
万
葉
集
な
ら
ぽ
巻
別
に
研
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
巻
別
に
清
濁
表
記
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巻
内
部
の
表
記
の
実
態
が
よ
り
厳
密
に
指
摘
さ
れ
る
と
考
え
る
。
　
右
の
立
場
か
ら
巻
五
の
清
濁
表
記
を
調
査
し
、
気
付
い
た
事
柄
を
次
の
項
で
一
つ
一
つ
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
巻
末
三
首
歌
群
と
、
そ
の
歌
群
を
除
い
た
巻
五
の
清
濁
表
記
を
比
較
す
る
に
際
し
て
’
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
各
部
分
を
次
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
　
　
巻
末
三
首
歌
群
・
・
・
・
…
三
首
歌
群
　
　
三
首
歌
群
を
除
い
た
巻
五
…
「
巻
5
」
二
、
異
例
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
可
賀
利
毛
（
斯
か
り
も
）
　
（
九
〇
四
）
三
首
歌
群
で
は
、
右
の
「
賀
」
用
例
を
含
め
て
、
カ
・
ガ
の
清
濁
を
次
の
仮
名
で
書
き
分
け
て
い
る
。
　
　
力
　
可
・
加
・
賀
　
　
ガ
　
我
こ
れ
に
対
し
て
「
巻
5
」
で
は
、
次
の
仮
名
で
書
き
分
け
て
い
る
。
　
　
力
　
可
・
加
・
迦
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ガ
我
・
何
・
河
・
賀
　
「
巻
5
」
で
も
ま
た
三
首
歌
群
と
同
様
に
、
カ
・
ガ
の
清
濁
表
記
に
「
可
」
「
加
」
「
我
」
「
賀
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
　
「
巻
5
」
で
は
「
賀
」
は
す
べ
て
濁
音
ガ
を
表
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
巻
5
」
で
の
「
賀
」
の
全
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等
利
ホ
母
賀
母
夜
（
鳥
に
も
が
も
や
）
　
（
八
七
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
可
賀
布
利
（
引
き
か
が
ふ
り
）
　
（
八
九
二
）
　
　
伊
比
都
賀
比
計
理
（
言
ひ
継
が
ひ
け
り
）
　
（
八
九
四
）
　
　
阿
麻
賀
気
利
（
天
が
け
り
）
　
（
八
九
四
）
　
四
例
と
も
別
の
語
で
あ
る
か
ら
、
　
「
賀
」
は
特
定
語
の
表
記
を
目
的
と
し
た
仮
名
で
は
な
い
と
い
え
る
。
つ
ま
り
「
巻
5
」
の
「
賀
」
は
、
　
「
我
」
「
何
」
と
同
じ
濁
音
ガ
の
常
用
仮
名
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
首
歌
群
で
は
、
「
賀
」
は
清
音
力
を
表
記
し
て
い
る
。
　
「
賀
」
を
濁
音
仮
名
と
し
て
用
い
る
巻
五
に
お
い
て
、
三
首
歌
群
の
「
賀
」
の
清
音
用
例
は
異
例
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
巻
五
を
除
く
諸
巻
で
は
、
左
の
よ
う
に
様
々
な
語
の
な
か
で
「
賀
」
は
清
音
力
を
表
記
し
て
い
る
。
　
（
諸
巻
と
は
、
一
字
一
音
表
記
さ
れ
た
巻
十
四
、
十
五
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
の
計
六
巻
を
指
す
。
以
下
同
じ
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
保
美
都
良
牟
賀
（
潮
満
つ
ら
む
か
）
　
（
巻
十
五
・
三
六
一
〇
）
　
　
古
非
須
徹
奈
賀
利
（
恋
す
べ
な
か
り
）
　
（
巻
十
七
二
二
九
七
五
）
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
萬
之
賀
受
（
玉
敷
か
ず
）
　
（
巻
十
八
・
四
〇
五
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
奈
騰
可
伎
奈
賀
奴
（
な
ど
か
来
鳴
か
ぬ
）
　
（
巻
十
九
・
四
二
一
〇
）
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そ
し
て
そ
の
清
音
用
例
数
を
濁
音
用
例
数
に
比
べ
る
と
、
表
①
の
通
り
決
し
て
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
巻
五
以
外
の
諸
巻
に
お
い
て
は
「
賀
」
は
清
濁
両
用
仮
名
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
（
巻
十
五
、
巻
十
九
で
は
、
巻
五
と
は
逆
に
、
　
「
賀
」
を
清
音
仮
名
と
し
て
用
い
て
い
る
。
）
一
巻
＋
里
巻
十
五
　
　
巻
十
七
賀
ガ
用
例
一
二
○
巻
＋
八
［
巻
＋
九
一
2
賀
・
用
里
五
五
三
三
四
巻
二
十
○
｝
五
九四
表
①
　
こ
の
よ
う
な
「
賀
」
の
清
濁
仮
名
遣
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
　
古
事
記
で
は
も
っ
ぽ
ら
濁
音
ガ
に
使
い
、
万
葉
集
で
も
大
体
濁
音
ガ
に
使
う
が
、
全
体
の
約
三
分
の
一
が
清
音
力
に
使
わ
れ
　
　
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
一
般
的
に
は
、
呉
音
が
広
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
政
府
が
、
新
し
い
中
国
の
都
、
長
安
地
方
の
地
　
　
方
音
（
漢
音
）
を
学
習
す
る
事
を
要
求
し
て
い
た
の
で
、
賀
の
字
に
つ
い
て
も
古
い
南
方
系
の
呉
音
ガ
と
並
ん
で
、
新
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
都
の
音
、
カ
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
新
し
い
字
音
を
混
用
し
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
考
え
に
し
た
が
え
ば
、
巻
五
で
は
「
賀
」
は
古
い
南
方
系
の
呉
音
に
従
っ
て
用
ら
れ
て
い
る
が
、
三
首
歌
群
に
の
み
、
新
し
い
北
方
系
の
字
音
が
混
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
②
阿
布
芸
許
比
乃
美
（
仰
ぎ
乞
ひ
祈
み
）
　
（
九
〇
四
）
「
芸
」
は
ギ
甲
類
濁
音
仮
名
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
使
わ
れ
方
（
ガ
行
四
段
活
用
動
詞
「
仰
ぐ
」
の
連
用
形
語
尾
）
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に
は
問
題
は
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
巻
五
で
は
、
ギ
甲
類
の
仮
名
に
は
「
伎
」
が
ま
ず
用
い
ら
れ
、
　
「
芸
」
は
こ
の
「
阿
布
芸
許
比
乃
美
」
以
外
に
例
が
な
い
。
つ
ま
り
、
九
〇
四
番
歌
の
一
例
を
除
け
ぽ
、
巻
五
に
は
濁
音
専
用
仮
名
と
い
う
べ
き
仮
名
が
な
い
の
で
あ
る
。
濁
音
専
用
仮
名
「
芸
」
を
用
い
な
い
「
巻
5
」
で
は
、
キ
．
ギ
甲
類
を
左
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
。
　
　
キ
甲
類
伎
五
九
例
・
吉
二
八
例
・
岐
　
一
六
例
・
枳
九
例
・
企
七
例
・
棄
　
一
例
　
　
ギ
甲
類
　
伎
　
六
例
・
企
　
一
例
　
こ
れ
に
比
べ
て
諸
巻
で
は
ほ
ぼ
左
の
よ
う
に
、
濁
音
専
用
仮
名
と
し
て
「
芸
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
・
ギ
甲
類
の
清
濁
を
書
き
分
け
て
い
る
。
　
　
キ
甲
類
伎
・
吉
・
枳
・
岐
・
支
　
　
ギ
甲
類
　
芸
　
こ
こ
で
、
　
「
巻
5
」
と
諸
巻
と
の
キ
・
ギ
甲
類
の
清
濁
表
記
を
比
べ
る
と
、
濁
音
専
用
仮
名
を
用
い
な
い
点
で
、
巻
五
の
表
記
は
特
殊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
に
、
三
首
歌
群
の
キ
・
ギ
甲
類
の
清
濁
表
記
（
左
記
）
に
注
目
す
る
と
、
濁
音
専
用
仮
名
「
芸
」
を
用
い
る
そ
の
表
記
は
、
巻
五
で
は
な
く
諸
巻
と
一
致
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
　
　
キ
甲
類
伎
・
吉
　
　
ギ
甲
類
　
芸
　
以
上
を
整
理
す
る
と
、
巻
五
の
キ
・
ギ
甲
類
の
清
濁
表
記
は
、
濁
音
専
用
仮
名
「
芸
」
を
用
い
な
い
点
で
諸
巻
と
は
区
別
さ
れ
一94一
学習院大学人文科学論集皿（1934）
る
。
そ
し
て
、
　
「
芸
」
を
用
い
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
巻
五
に
お
い
て
、
三
首
歌
群
の
「
芸
」
用
例
は
異
質
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。
　
な
お
、
諸
巻
の
清
濁
表
記
に
つ
い
て
ふ
れ
た
際
に
、
多
く
の
注
釈
書
で
は
清
濁
両
用
仮
名
と
し
て
い
る
「
伎
」
を
、
本
稿
で
は
清
音
専
用
仮
名
と
扱
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「
伎
」
の
濁
音
表
記
例
は
「
ワ
ギ
モ
コ
・
ワ
ギ
モ
・
ワ
ギ
メ
コ
（
以
下
「
ワ
ギ
モ
コ
類
」
と
す
る
）
」
と
特
定
の
結
び
付
き
が
あ
る
、
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
あ
る
か
ら
だ
。
お
そ
ら
く
こ
の
結
び
付
き
に
は
「
伎
」
の
字
義
が
関
与
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
用
例
「
ワ
ギ
モ
コ
類
」
を
、
　
「
伎
」
の
濁
音
用
例
か
ら
除
く
と
表
②
と
な
る
。
巻
十
四
　
　
巻
十
五
　
　
巻
十
七
　
　
巻
十
八
①
「
伎
」
濁
音
用
例
数
七
一
七
三
二
巻
十
九
②
ワ
ギ
モ
コ
類
用
例
数
三
一
五
③
①
マ
イ
ナ
ス
②
四
二
④
「
伎
」
全
用
例
数
一
二
五
一
九
二
○
○
一
○
三
一
二
二
四
九
五
○
五
六
巻
二
十四二二
一
＝
五
表
②
「
ワ
ギ
モ
コ
類
」
を
除
い
た
「
伎
」
の
濁
音
用
例
数
（
③
欄
）
は
、
例
数
の
偏
差
か
ら
、
　
「
伎
」
は
清
濁
両
用
仮
名
と
認
め
る
よ
り
も
、
異
例
表
記
と
み
な
す
方
が
無
難
だ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
全
用
例
数
（
④
欄
）
と
比
較
す
る
と
少
数
で
あ
る
。
こ
の
用
清
音
専
用
仮
名
と
し
、
そ
の
濁
音
用
例
は
清
音
仮
名
の
濁
音
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③
武
祢
宇
知
奈
気
吉
（
胸
う
ち
嘆
き
）
　
（
九
〇
四
）
　
巻
五
の
ケ
・
ゲ
乙
類
の
清
濁
は
、
　
「
武
祢
宇
知
奈
気
吉
」
を
除
く
と
、
「
気
」
「
既
」
と
「
宜
」
と
で
完
全
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
九
〇
四
番
歌
に
は
、
　
「
武
祢
宇
知
奈
気
吉
」
の
他
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
須
吉
乎
加
気
（
裡
を
掛
け
）
　
（
九
〇
四
）
と
い
う
「
気
」
の
清
音
用
例
も
あ
り
、
　
「
気
」
は
ケ
・
ゲ
乙
類
の
清
濁
に
両
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
三
首
歌
群
で
は
、
ケ
・
ゲ
乙
類
の
清
濁
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ケ
・
ゲ
乙
類
の
清
濁
を
書
き
分
け
る
巻
五
に
お
い
て
、
こ
れ
を
書
き
分
け
な
い
三
首
歌
群
の
表
記
に
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　
と
こ
ろ
で
万
葉
集
全
体
を
見
れ
ぽ
、
　
「
気
」
は
「
萬
葉
集
に
至
つ
て
は
或
る
種
の
仮
名
、
例
え
ば
「
気
」
　
（
ケ
・
ゲ
）
　
「
倍
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
（
へ
・
べ
）
の
如
き
は
、
全
く
清
濁
い
つ
れ
に
も
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
）
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
頻
度
数
か
ら
清
濁
両
用
仮
名
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
三
首
歌
群
の
表
記
は
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
「
気
」
「
既
」
と
「
宜
」
と
で
清
濁
を
区
別
す
る
巻
五
の
表
記
こ
そ
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
九
〇
四
番
歌
の
「
武
祢
宇
知
奈
気
吉
」
　
「
多
須
吉
乎
加
気
」
の
「
気
」
の
清
濁
両
用
例
は
、
万
葉
集
全
体
か
ら
す
れ
ば
特
に
注
目
す
べ
き
表
記
で
は
な
い
。
し
か
し
、
万
葉
集
の
中
で
も
唯
一
、
　
「
気
」
を
清
音
専
用
仮
名
と
し
て
用
い
、
ケ
・
ゲ
乙
類
の
清
濁
を
完
全
に
書
き
分
け
る
巻
五
に
お
い
て
は
、
九
〇
四
番
歌
の
「
気
」
濁
音
表
記
例
は
、
清
音
仮
名
の
異
例
表
記
で
あ
る
。
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④
阿
麻
治
思
良
之
米
（
天
路
知
ら
し
め
）
　
（
九
〇
六
）
「
思
」
は
シ
の
仮
名
な
の
で
、
こ
こ
で
の
使
わ
れ
方
に
は
問
題
は
な
い
。
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三
首
歌
群
で
は
、
こ
の
「
思
」
用
例
を
含
め
て
、
シ
・
ジ
の
清
濁
を
次
の
仮
名
で
書
き
分
け
て
い
る
。
　
　
シ
士
心
・
之
・
田
心
　
　
ジ
　
自
・
士
「
巻
5
」
で
も
ま
た
、
シ
・
ジ
の
清
濁
表
記
に
「
志
」
「
之
」
「
自
」
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
点
は
特
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
　
「
巻
5
」
で
は
「
思
」
を
用
い
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
仮
名
「
思
」
は
巻
五
全
体
に
お
い
て
孤
例
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
巻
5
」
で
は
シ
の
仮
名
に
は
「
斯
」
を
用
い
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
そ
の
使
用
率
は
九
〇
三
番
歌
ま
で
の
シ
の
仮
名
表
記
全
用
例
の
三
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
「
斯
」
は
、
他
の
諸
巻
で
は
希
少
で
あ
り
「
巻
5
」
で
の
み
多
用
さ
れ
て
い
る
の
は
目
立
つ
現
象
で
あ
る
（
「
巻
5
」
以
外
で
は
、
巻
十
四
に
一
〇
例
、
巻
十
九
に
一
例
あ
る
の
み
。
そ
の
使
用
率
は
該
当
巻
の
シ
の
仮
名
表
記
全
用
例
の
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
○
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
）
。
し
か
し
、
そ
の
用
例
は
特
定
語
と
の
結
び
付
き
や
、
出
現
分
布
上
の
偏
り
が
な
い
。
そ
の
た
め
「
斯
」
は
、
諸
巻
で
は
希
少
な
仮
名
で
あ
っ
て
も
、
　
「
巻
5
」
で
は
他
の
仮
名
「
志
」
　
「
之
」
な
ど
と
同
様
に
常
用
の
仮
名
と
い
え
る
。
　
も
し
三
首
歌
群
と
、
「
巻
5
」
と
の
間
に
シ
の
表
記
に
連
続
性
が
あ
る
な
ら
ぽ
、
シ
音
節
が
計
一
一
あ
る
三
首
歌
群
に
お
い
て
、
全
一
一
例
の
三
九
・
四
パ
ー
セ
ソ
ト
に
あ
た
る
四
例
が
「
斯
」
で
表
記
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
「
斯
」
用
例
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
か
わ
り
に
「
思
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
斯
」
「
志
」
「
之
」
「
子
」
「
紫
」
を
シ
の
仮
名
に
用
い
る
「
巻
5
」
に
は
、
　
「
思
」
の
用
例
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
諸
巻
に
お
い
て
「
思
」
は
、
表
③
の
通
り
用
例
数
が
多
い
頻
出
仮
名
で
あ
る
（
シ
の
仮
名
は
種
類
が
多
い
の
で
、
表
③
に
は
高
頻
度
の
三
字
の
み
を
記
す
）
。
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巻
十
四
以
降
で
滅
多
に
用
い
ら
れ
な
い
「
斯
」
を
多
用
す
る
こ
と
と
、
巻
十
四
以
降
で
頻
出
仮
名
で
あ
る
「
思
」
を
用
い
な
い
こ
と
の
二
点
は
、
　
「
巻
5
」
の
シ
の
表
記
の
特
徴
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
特
徴
は
、
三
首
歌
群
に
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
　
「
巻
5
」
と
三
首
歌
群
と
の
間
に
は
シ
の
表
記
に
断
層
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
「
巻
5
」
三
首
歌
群
斯
　
　
八
八
（
三
九
・
四
％
二
志
一
之
六
九
（
三
〇
・
九
％
）
七
（
六
三
・
六
％
二
志
三
（
二
七
・
二
％
）
巻
十
四
思
西
三
五
一
・
四
％
二
之
九
五
（
三
四
二
％
）
之
六
〇
（
二
六
・
九
％
）
思
一
　
（
九
・
○
％
）
志
　
　
二
三
　
　
（
八
・
二
％
）
巻
＋
五
一
…
三
〇
（
七
五
・
六
％
二
思
五
八
（
享
九
％
二
志
七
（
二
・
四
％
）
巻
十
七
之
二
六
八
（
七
九
・
・
％
二
田
’L、
五
五
（
＝
ハ
三
％
二
志
巻
十
八
之
一
九
七
（
八
九
孟
％
二
思
　
　
ニ
ニ
一
二
　
　
（
三
・
五
％
）
巻
十
九
（
五
・
九
％
二
志
五
（
二
・
二
％
）
一
之
一
六
三
八
四
三
％
）
一
志
一
一
；
・
・
九
％
∠
田
’Lン、
七
　
　
（
＝
一
・
六
％
）
巻
二
十
之
二
九
八
（
八
〇
・
三
％
二
志
六
三
（
ニ
ハ
・
九
％
二
思
九
（
二
・
四
％
）
表
③
　
⑤
阿
麻
治
思
良
志
米
（
天
路
知
ら
し
め
）
　
（
九
〇
六
）
　
「
治
」
は
ヂ
の
仮
名
な
の
で
、
こ
こ
で
の
使
わ
れ
方
に
は
問
題
は
な
い
。
三
首
歌
群
で
は
、
こ
の
「
治
」
と
、
清
音
チ
の
仮
名
「
知
」
と
で
チ
・
ヂ
の
清
濁
を
書
き
分
け
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
「
巻
5
」
で
は
、
チ
・
ヂ
の
清
濁
を
す
べ
て
「
知
」
と
「
遅
」
に
よ
っ
て
書
き
分
け
、
　
「
治
」
は
用
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
巻
五
全
体
に
お
い
て
「
治
」
の
用
例
は
孤
例
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
巻
五
全
体
の
ヂ
表
記
に
比
べ
て
、
巻
五
の
ほ
か
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諸
巻
で
は
、
濁
音
ヂ
を
ど
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
か
を
見
て
み
た
い
（
表
④
）
。
　
巻
五
以
外
の
諸
巻
で
は
、
ヂ
の
仮
名
に
は
ま
ず
「
治
」
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
巻
五
で
多
用
さ
れ
て
い
る
「
遅
」
は
、
巻
五
に
お
け
る
「
治
」
の
よ
う
に
諸
巻
に
は
用
例
が
少
な
い
。
こ
の
こ
と
よ
り
巻
五
と
諸
巻
と
で
は
、
濁
音
ヂ
の
仮
名
の
選
択
意
識
が
違
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
　
「
遅
」
を
多
用
す
る
こ
と
が
巻
五
の
ヂ
表
記
を
特
徴
付
け
る
事
柄
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
そ
の
巻
五
の
中
で
、
　
「
遅
」
を
用
い
ず
に
「
治
」
を
用
い
る
三
首
歌
群
の
表
記
は
注
目
に
値
す
る
。
巻
五
巻
十
四
遅
　
　
三
（
七
五
％
）
治
　
一
一
（
七
八
・
五
％
）
巻
十
五
　
　
治
　
一
一
（
一
〇
〇
％
）
　
　
　
「
巻
十
七
巻
十
八
巻
十
九
治
　
一
〇
（
八
三
ニ
ニ
％
）
一
治
五
（
δ
○
％
）
治
　
　
　
二
　
（
六
六
・
六
％
）
巻
二
二
治
　
　
九
（
七
五
％
）
治
一
（
二
五
％
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
遅
二
（
一
四
・
二
％
）
遅
　
二
（
一
四
・
二
％
）
恥
一
（
七
・
一
％
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
地
一
（
三
三
・
三
％
）
知
二
（
一
六
・
六
％
）
遅
　
一
（
一
四
・
二
％
）
表
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
比
等
等
奈
理
伊
昼
天
（
人
と
成
り
出
で
て
）
　
（
九
〇
四
）
　
「
伊
昼
天
」
は
ダ
行
下
二
段
活
用
動
詞
「
出
づ
」
の
連
用
形
と
接
続
助
詞
「
て
」
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
の
「
亘
」
は
濁
音
デ
を
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
三
首
歌
群
に
は
、
　
「
豊
」
は
こ
の
濁
音
表
記
例
の
ほ
か
に
、
左
の
よ
う
な
清
音
表
記
例
も
み
ら
れ
る
。
一99一
r万葉集』九〇四～九〇六番歌の清濁表記について（濤岡由美）
　
　
豆
ホ
登
利
毛
知
豆
（
手
に
取
り
持
ち
て
）
　
（
九
〇
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
布
之
昼
額
拝
（
伏
し
て
額
づ
き
）
　
（
九
〇
四
）
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
於
比
昼
登
保
良
世
（
負
ひ
て
通
ら
せ
）
　
（
九
〇
五
）
　
　
布
施
於
吉
星
（
布
施
置
き
て
）
　
（
九
〇
六
）
　
　
多
太
ホ
率
去
旦
（
直
に
率
去
き
て
）
　
（
九
〇
六
）
し
た
が
っ
て
三
首
歌
群
で
は
「
畳
」
を
テ
・
デ
の
清
濁
に
両
用
し
、
清
濁
を
書
き
分
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
「
巻
5
」
で
は
、
テ
・
デ
を
次
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
。
　
　
テ
亘
五
〇
例
（
六
一
・
七
％
）
提
二
五
例
（
三
〇
・
九
％
）
天
四
例
（
四
・
九
％
）
　
　
　
　
帝
・
但
各
一
例
（
一
・
二
％
）
　
　
デ
提
六
例
（
八
五
・
七
％
）
侵
　
一
例
（
一
四
・
二
％
）
右
に
よ
り
、
　
「
巻
5
」
の
デ
の
仮
名
と
い
え
ば
ま
ず
「
提
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
「
提
」
は
「
巻
5
」
で
は
清
濁
両
用
仮
名
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
、
　
「
巻
5
」
の
テ
・
デ
の
清
濁
は
表
記
の
上
で
厳
密
に
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
首
歌
群
に
テ
・
デ
の
清
濁
書
き
分
け
が
な
い
こ
と
は
、
　
「
巻
5
」
と
比
べ
て
も
特
に
注
目
す
べ
き
現
象
で
は
な
い
。
し
か
し
仮
名
「
昼
」
の
用
い
ら
れ
方
に
注
意
し
た
い
。
　
「
巻
5
」
に
は
計
五
〇
の
「
昼
」
用
例
が
あ
る
が
、
そ
の
全
用
例
が
清
音
節
を
表
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
巻
5
」
に
お
い
て
「
旦
」
は
清
音
専
用
仮
名
と
し
て
認
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
三
首
歌
群
で
は
、
先
に
見
た
通
り
「
弓
〔
は
清
濁
両
音
節
を
表
記
し
て
い
る
。
　
「
巻
5
」
で
は
、
　
「
提
」
が
テ
・
デ
の
仮
名
に
用
い
ら
れ
る
た
め
に
、
テ
・
デ
の
清
濁
表
記
に
厳
密
な
区
別
は
見
ら
れ
な
い
の
一100一
だ
が
、
　
「
昼
」
は
清
音
専
用
仮
名
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
テ
・
デ
の
清
濁
は
表
記
の
上
で
厳
密
な
区
別
が
な
い
」
と
い
う
現
象
は
、
「
巻
5
」
で
も
三
首
歌
群
で
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
昼
」
に
対
す
る
意
識
は
両
部
分
で
は
別
で
あ
る
。
　
以
上
を
整
理
す
る
と
、
巻
五
全
体
に
お
い
て
三
首
歌
群
の
「
亘
」
濁
音
用
例
は
、
清
音
仮
名
の
異
例
表
記
と
い
え
る
。
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⑦
足
須
理
佐
家
脾
（
足
摩
り
叫
び
）
　
（
九
〇
四
）
　
「
卑
女
」
は
ビ
甲
類
の
仮
名
な
の
で
、
こ
こ
で
の
使
わ
れ
方
（
バ
行
四
段
活
用
動
詞
「
叫
ぶ
」
の
連
用
形
語
尾
）
に
は
問
題
は
な
い
。
三
首
歌
群
で
は
、
こ
の
「
脾
」
用
例
を
含
め
て
、
ヒ
・
ビ
甲
類
の
清
濁
を
次
の
仮
名
で
書
き
分
け
て
い
る
。
　
　
ヒ
甲
類
　
比
　
六
例
　
　
ビ
甲
類
　
脾
　
一
例
　
と
こ
ろ
が
、
「
巻
5
」
で
は
ヒ
・
ビ
甲
類
を
次
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
。
　
（
「
比
」
の
濁
音
用
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
用
例
数
を
「
比
」
の
清
音
用
例
数
と
比
べ
た
場
合
に
、
清
音
仮
名
の
濁
音
異
例
表
記
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
）
　
　
ヒ
甲
類
比
九
一
例
（
九
三
・
八
％
）
必
五
例
（
五
・
二
％
）
卑
　
一
例
（
一
・
○
％
）
　
　
ビ
甲
類
　
砒
　
一
〇
例
（
七
六
・
九
％
）
比
　
三
例
（
二
三
・
一
％
）
　
「
巻
5
」
と
三
首
歌
群
と
の
ヒ
・
ビ
甲
類
の
清
濁
表
記
を
比
べ
る
と
、
三
首
歌
群
で
は
ビ
甲
類
表
記
に
「
砒
」
を
用
い
ず
「
脾
」
を
用
い
る
。
こ
れ
よ
り
巻
五
全
体
に
お
い
て
「
卑
女
」
は
孤
例
と
な
る
が
、
諸
巻
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
（
表
⑤
）
。
　
「
脾
」
は
、
諸
巻
で
は
「
批
」
に
つ
い
で
高
い
使
用
頻
度
を
持
ち
（
確
か
に
巻
十
七
・
十
八
で
は
使
用
例
が
希
少
で
あ
る
）
、
決
し
て
珍
し
い
仮
名
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
巻
五
で
ビ
甲
類
の
仮
名
と
し
て
頻
用
さ
れ
る
「
砒
」
が
諸
巻
で
は
ほ
と
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ん
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
諸
巻
で
頻
用
さ
れ
て
い
る
「
批
」
が
巻
五
で
は
全
ぐ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
こ
の
二
点
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
巻
五
と
諸
巻
と
で
、
ピ
甲
類
表
記
の
際
に
頻
用
す
る
仮
名
が
違
う
こ
と
は
、
巻
五
の
ビ
甲
類
表
記
が
諸
巻
に
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
ビ
甲
類
を
表
記
す
る
巻
五
の
中
で
「
砒
」
を
使
用
せ
ず
に
「
碑
」
を
使
用
す
る
三
首
歌
群
の
表
記
は
異
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
十
四
　
批
　
九
（
六
〇
％
）
巻
十
五
　
　
批
　
二
五
（
六
四
・
一
％
）
巻
＋
七
一
批
　
二
一
　
（
八
七
・
五
％
）
巻
＋
⊥
批
　
七
（
六
三
・
六
％
）
巻
＋
九
｝
批
　
　
三
（
四
二
・
九
％
）
嫁
　
　
六
（
四
〇
％
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
碑
一
四
（
三
五
・
八
％
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
砒
　
三
（
＝
一
・
五
％
）
比
三
（
二
七
・
三
％
）
嫁
　
　
三
（
四
二
・
九
％
）
巻
二
＋
批
二
三
（
毛
・
五
％
二
碑
　
＝
二
（
三
二
・
五
％
）
冨
一
　
（
九
・
一
％
）
一
（
一
四
・
二
％
）
比
　
　
四
（
一
〇
％
）
表
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
⑧
ホ
布
敷
可
ホ
（
に
ふ
ぶ
か
に
）
　
（
九
〇
四
）
　
「
ホ
布
敷
可
ホ
」
の
読
み
方
は
、
注
釈
書
に
よ
っ
て
定
ま
ら
な
い
の
で
、
フ
ブ
カ
ロ
こ
と
よ
む
。
仮
名
「
敷
」
は
、
巻
五
に
は
こ
の
他
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
礼
布
理
伎
等
敷
（
領
巾
振
り
き
と
ふ
）
　
（
八
八
三
）
本
稿
で
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
し
た
が
っ
て
「
二
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と
い
う
例
が
あ
り
、
清
音
フ
を
も
表
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
巻
五
の
二
例
か
ら
で
は
仮
名
「
敷
」
の
清
濁
は
決
め
難
い
。
し
か
し
、
仮
名
「
敷
」
は
巻
五
の
他
に
、
巻
十
四
に
二
例
、
巻
十
七
に
二
五
例
、
巻
十
八
に
一
五
例
、
巻
十
九
に
一
例
、
巻
二
十
に
二
例
の
用
例
が
あ
り
、
そ
の
全
用
例
が
清
音
フ
を
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
「
敷
」
は
清
音
専
用
仮
名
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
　
「
ホ
布
敷
可
ホ
」
の
第
三
音
節
を
濁
音
で
よ
む
場
合
、
こ
の
「
敷
」
は
清
音
仮
名
の
濁
音
異
例
表
記
と
な
る
。
　
仮
に
、
「
敷
」
が
巻
五
全
体
に
お
い
て
清
濁
両
用
仮
名
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
巻
5
」
で
は
、
フ
・
ブ
の
清
濁
を
左
の
よ
う
に
書
き
分
け
て
い
る
。
　
　
フ
布
五
一
例
（
九
二
・
七
％
）
不
三
例
（
五
・
五
％
）
敷
一
例
（
一
・
八
％
）
　
　
ブ
夫
一
〇
例
（
一
〇
〇
％
）
　
こ
の
た
め
、
ブ
の
仮
名
に
「
敷
」
を
用
い
、
濁
音
専
用
仮
名
「
夫
」
を
用
い
な
い
三
首
歌
群
の
ブ
の
表
記
は
、
　
「
巻
5
」
の
も
の
と
は
異
質
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
⑨
世
武
須
便
乃
（
せ
む
す
べ
の
）
　
（
九
〇
四
）
　
「
便
」
は
べ
甲
類
の
仮
名
な
の
で
、
こ
こ
で
の
使
わ
れ
方
（
「
す
べ
（
方
便
）
」
）
に
は
問
題
は
な
い
。
　
万
葉
集
全
体
を
通
し
て
み
て
、
べ
甲
類
は
「
徹
」
「
弊
」
「
邊
」
な
ど
の
清
濁
両
用
仮
名
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
濁
音
専
用
仮
名
に
よ
る
表
記
例
も
み
ら
れ
る
（
左
は
濁
音
専
用
仮
名
の
全
用
例
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巻
五
　
　
　
須
別
毛
須
別
那
左
（
方
便
も
方
便
な
さ
）
　
（
七
九
六
）
　
　
　
　
　
　
　
世
武
須
便
乃
（
せ
む
方
便
の
）
　
（
九
〇
四
）
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巻
十
四
巻
十
五
巻
十
七
巻
十
八
巻
十
九
巻
二
十
　
濁
音
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
語
が
か
ら
に
違
い
な
い
あ
る
）
。
そ
れ
よ
り
も
、
専
用
仮
名
は
存
在
自
体
が
珍
し
く
、
え
る
と
、
二
種
類
の
濁
音
専
用
仮
名
を
も
つ
巻
五
に
は
、
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
に
表
記
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
な
し
安
之
辮
ホ
波
（
葦
辺
に
は
）
　
（
三
六
二
七
）
　
　
須
辮
奈
可
流
倍
思
（
方
便
な
か
る
べ
し
）
　
（
三
七
二
六
）
　
　
　
　
世
牟
須
辮
能
（
せ
む
方
便
の
）
　
（
三
九
六
二
）
勢
牟
須
辮
能
（
せ
む
方
便
の
）
　
（
三
九
六
九
）
な
し
将
言
為
便
（
い
は
む
方
便
）
　
（
四
二
三
六
）
　
　
　
　
将
作
為
便
不
知
ホ
（
せ
む
方
便
知
ら
に
）
　
（
四
二
三
六
）
見
者
須
便
奈
之
（
見
れ
ば
方
便
な
し
）
　
（
四
二
三
七
）
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
べ
」
に
集
中
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
べ
甲
類
音
節
を
含
む
語
種
が
そ
も
そ
も
少
な
い
（
仮
名
「
便
」
の
場
合
は
、
字
義
に
影
響
さ
れ
て
、
　
「
方
便
」
の
意
の
ス
ベ
に
好
ん
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
　
　
濁
音
仮
名
の
種
類
が
巻
五
に
の
み
二
種
類
（
「
便
」
「
別
」
）
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
べ
甲
類
の
濁
音
　
　
　
　
　
　
　
巻
十
四
・
十
八
・
二
十
の
如
く
濁
音
専
用
仮
名
を
持
た
な
い
巻
も
あ
る
。
こ
の
事
実
を
ふ
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
二
種
類
持
つ
こ
と
に
特
別
な
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
　
　
こ
の
疑
問
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
　
「
便
」
と
「
別
」
が
存
在
す
る
各
部
分
が
、
異
な
る
意
識
の
下
で
別
々
　
　
　
　
　
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
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⑩
之
多
徹
乃
使
（
黄
泉
の
使
）
　
（
九
〇
五
）
　
「
之
多
徹
」
は
「
下
方
（
し
た
へ
）
」
を
表
記
し
た
も
の
な
の
で
、
「
徹
」
の
こ
こ
で
の
使
わ
れ
方
に
は
問
題
は
な
い
。
　
三
首
歌
群
で
は
、
こ
の
「
徹
」
用
例
を
含
め
て
、
へ
・
べ
甲
類
の
清
濁
を
次
の
仮
名
で
書
き
分
け
て
い
る
。
　
　
へ
甲
類
徹
・
邊
各
一
例
　
　
べ
甲
類
　
便
・
弊
　
各
一
例
　
こ
れ
に
対
し
て
「
巻
5
」
で
は
、
へ
・
べ
甲
類
を
次
の
よ
う
に
表
記
し
て
い
る
。
　
　
へ
甲
類
弊
　
一
四
例
（
七
七
・
八
％
）
覇
二
例
（
＝
・
一
％
）
陛
・
邊
各
一
例
（
五
・
六
％
）
　
　
べ
甲
類
　
弊
　
六
例
（
七
五
％
）
別
　
二
例
（
二
五
％
）
「
巻
5
」
で
は
、
「
弊
」
一
字
が
清
濁
両
音
節
の
大
部
分
を
表
記
し
て
い
る
た
め
、
表
記
の
上
で
清
濁
の
区
別
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
三
首
歌
群
と
「
巻
5
」
と
で
は
、
へ
・
べ
甲
類
の
清
濁
書
き
分
け
の
有
無
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
三
首
歌
群
と
「
巻
5
」
と
の
へ
甲
類
の
仮
名
を
比
較
す
る
と
、
三
首
歌
群
に
は
「
弊
」
の
清
音
用
例
が
な
く
、
　
「
巻
5
」
に
は
「
徹
」
の
用
例
が
な
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
　
「
巻
5
」
の
へ
甲
類
表
記
を
明
確
に
す
る
た
め
、
諸
巻
の
表
記
状
況
を
見
て
み
ょ
う
。
　
表
⑥
を
一
見
し
て
、
諸
巻
で
は
へ
甲
類
の
仮
名
に
は
ま
ず
「
微
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
諸
巻
の
こ
の
よ
う
な
へ
甲
類
表
記
と
比
べ
て
、
　
「
徹
」
を
用
い
な
い
「
巻
5
」
の
表
記
は
特
殊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
　
「
巻
5
」
で
へ
甲
類
の
仮
名
と
し
て
頻
用
さ
れ
る
「
弊
」
は
、
巻
二
十
の
他
に
は
ほ
と
ん
ど
用
例
を
見
な
い
。
　
（
た
だ
し
巻
二
十
で
は
、
　
「
弊
」
が
多
用
さ
れ
る
と
と
も
に
「
徹
」
も
ま
た
多
用
さ
れ
て
い
る
。
）
す
な
わ
ち
、
「
巻
5
」
で
こ
そ
「
弊
」
を
多
用
す
る
が
、
万
葉
集
全
体
と
な
る
と
、
へ
甲
類
表
記
に
「
弊
」
を
用
い
る
の
は
希
少
な
の
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
「
巻
5
」
の
へ
甲
類
表
記
は
、
　
「
徹
」
を
用
い
ず
に
「
弊
」
を
多
用
す
る
点
で
、
他
の
巻
々
と
は
区
別
さ
れ
る
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
　
「
徹
」
を
用
い
な
い
こ
と
が
巻
五
の
特
徴
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
徹
」
を
使
用
し
て
い
る
三
首
歌
群
の
表
記
は
、
巻
五
の
中
で
注
目
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
巻
5
」
巻
十
四
一
弊
一
四
（
七
七
・
八
％
）
「
徹
六
〇
（
九
八
・
四
％
）
覇
二
（
＝
二
％
）
邊
・
陛
　
一
（
五
・
六
％
）
　
　
　
　
　
　
　
　
「
邊
　
　
　
一
　
　
（
一
　
・
六
％
）
巻
＋
三
徹
五
四
（
八
〇
・
六
％
二
巻
十
七
巻
十
八
巻
十
九
巻
二
十
一
徹
三
九
（
八
八
・
六
％
）
徹
　
三
一
　
（
八
六
・
一
％
）
一
徹
一
二
（
八
五
・
七
％
）
徹
　
二
五
（
四
九
・
○
％
）
邊
　
七
（
一
〇
・
四
％
）
邊
　
　
四
　
　
（
九
・
一
％
）
弊
　
四
（
一
一
二
％
）
邊
　
二
（
一
四
・
三
％
）
一
弊
二
三
四
一
・
五
％
）
反
六
（
九
・
○
％
）
弊
　
　
一
　
（
二
・
三
％
）
一
邊
一
　
（
二
・
八
％
）
弁
四
（
七
・
五
％
）
表
⑥
　
以
上
の
十
項
目
が
、
巻
五
の
清
濁
表
記
を
調
べ
た
結
果
、
巻
末
三
首
歌
群
に
み
ら
れ
る
異
例
表
記
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
項
目
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
　
巻
五
に
お
け
る
稀
な
仮
名
　
②
「
芸
」
④
「
思
」
⑤
「
治
」
⑦
「
脾
」
⑨
「
便
」
⑩
「
徹
」
　
巻
五
に
お
け
る
清
濁
異
例
表
記
の
仮
名
　
①
「
賀
」
③
「
気
」
⑥
「
星
」
⑧
「
敷
」
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万
葉
仮
名
文
献
に
は
こ
の
万
葉
集
巻
五
に
限
ら
ず
、
必
ず
や
仮
名
の
異
例
表
記
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
十
項
目
の
用
例
も
ま
た
、
一
つ
一
つ
は
些
細
な
表
記
例
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
十
項
目
は
、
巻
末
三
首
歌
群
に
集
中
分
布
し
て
い
る
た
め
に
、
と
く
に
注
目
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
異
例
表
記
の
偏
在
か
ら
、
末
尾
三
首
の
清
濁
表
記
が
特
殊
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
三
、
お
わ
り
に
学習院大学人文科学論集HI（1994）
　
こ
れ
ま
で
、
巻
五
に
お
け
る
末
尾
三
首
歌
群
の
清
濁
異
例
表
記
を
具
体
的
に
見
て
き
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
用
例
の
異
質
性
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
母
体
で
あ
る
巻
五
の
清
濁
表
記
を
は
っ
き
り
と
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
巻
五
の
清
濁
表
記
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
。
巻
五
の
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
　
万
葉
集
巻
五
の
万
葉
仮
名
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
字
（
濤
岡
注
・
万
葉
集
全
体
に
多
く
見
ら
れ
る
文
字
）
と
相
違
し
て
、
　
　
古
事
記
に
近
い
文
字
を
多
く
使
っ
て
い
る
。
例
え
ぽ
、
阿
・
意
・
迦
・
紀
・
斯
・
那
・
迩
・
弊
・
羅
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
巻
五
の
筆
録
老
が
、
時
代
的
に
古
い
教
養
を
つ
ん
で
い
た
結
果
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
巻
五
の
万
葉
仮
名
の
中
で
、
古
事
記
に
近
い
と
思
わ
れ
る
仮
名
は
、
特
に
清
濁
表
記
に
か
か
わ
る
だ
け
で
も
、
次
の
十
二
種
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
　
迦
・
何
・
賀
（
濁
音
）
・
岐
・
紀
・
宜
・
斯
・
陀
・
遅
・
砒
・
弊
・
閑
こ
れ
ら
の
仮
名
は
、
万
葉
集
の
中
で
は
巻
五
で
の
み
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
巻
五
の
清
濁
表
記
の
特
徴
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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r万葉集』九〇四～九〇六番歌の清濁表記について（濤岡由美）
（
古
事
記
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
モ
甲
・
乙
類
の
区
別
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
表
記
の
年
代
的
古
さ
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
古
事
記
と
万
葉
集
の
巻
五
と
が
、
仮
名
の
種
類
の
上
で
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
引
用
文
の
よ
う
に
、
巻
五
の
筆
録
者
が
時
代
的
に
古
い
教
養
を
つ
ん
で
い
た
結
果
で
あ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
）
　
こ
の
よ
う
に
巻
五
の
清
濁
表
記
は
、
仮
名
の
種
類
が
古
事
記
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
注
目
し
た
巻
末
の
「
恋
男
子
名
古
日
歌
三
首
」
群
に
は
、
先
の
十
項
目
で
見
た
通
り
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
十
項
目
の
清
濁
表
記
例
は
、
巻
五
で
は
な
く
諸
巻
の
表
記
と
共
通
し
、
巻
五
の
よ
う
な
年
代
的
古
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
三
首
歌
群
が
巻
五
よ
り
も
新
し
く
表
記
さ
れ
た
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
　
以
上
、
巻
五
の
清
濁
表
記
の
調
査
を
ま
と
め
る
と
次
の
二
点
に
整
理
さ
れ
る
。
　
・
「
巻
5
」
と
三
首
歌
群
と
で
は
清
濁
表
記
に
関
す
る
意
識
が
相
違
し
て
い
る
。
　
・
「
巻
5
」
で
は
諸
巻
と
比
べ
て
年
代
的
に
古
さ
を
感
じ
さ
せ
る
仮
名
が
用
い
ら
れ
、
三
首
歌
群
で
は
「
巻
5
」
に
比
べ
て
新
　
　
し
い
と
思
わ
れ
る
仮
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
か
ら
、
巻
末
三
首
は
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、
　
「
巻
5
」
よ
り
も
後
に
表
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
巻
末
の
左
注
「
右
一
首
」
が
指
し
て
い
る
の
は
、
　
「
恋
男
子
名
古
日
歌
三
首
」
　
（
九
〇
四
～
九
〇
六
番
歌
）
の
三
首
、
一
歌
群
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
な
お
、
巻
五
の
清
濁
表
記
の
調
査
か
ら
、
作
歌
老
の
使
用
字
母
や
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
検
討
と
同
一
の
帰
結
に
到
達
し
た
こ
と
は
、
本
稿
の
冒
頭
に
述
べ
た
「
清
濁
表
記
の
検
討
は
、
文
献
の
構
成
単
位
ご
と
に
、
例
え
ぽ
万
葉
集
な
ら
ば
巻
別
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
い
う
視
点
の
妥
当
性
を
示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
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（
1
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）
（
6
）
（
7
）
参
考
文
献
稲
岡
耕
二
「
万
葉
集
巻
五
の
音
仮
名
に
就
い
て
1
憶
良
の
音
仮
名
用
字
圏
1
」
　
　
　
　
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
十
五
年
　
六
・
七
月
号
稲
岡
耕
二
「
万
葉
集
巻
五
の
追
補
の
一
時
期
に
就
い
て
」
　
　
　
　
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
十
七
年
　
一
月
号
池
上
禎
三
「
古
事
記
に
於
け
る
仮
名
「
毛
・
母
」
に
就
い
て
」
　
　
　
　
『
国
語
・
国
文
』
昭
和
七
年
　
十
月
号
テ
キ
ス
ト
に
は
桜
楓
社
『
萬
葉
集
』
を
使
用
し
た
。
歌
の
読
み
方
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
を
参
考
に
し
た
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
・
四
』
二
二
六
ペ
ー
ジ
大
野
晋
『
上
代
仮
名
遣
の
研
究
』
昭
和
三
十
三
年
　
三
一
ペ
ー
ジ
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
・
二
』
四
二
四
ぺ
ー
ジ
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（
螺
田
匿
鍵
）
》
5
0
思
船
榔
駆
鍵
Q
藩
細
K
O
ぺ
～
団
○
ぺ
「
無
蕪
k
」
The　Notation　of‘‘Daku－on”and‘‘Sei・on”in　the　Verses　904－9060fル西an’yoshu
Yumi　NAMIoKA
　　The　notation　of“Daku－on”and“Sei－on”in　chapter　50f　1瞼ガyδ5厩（except　verses　904－906）differs　frQm　that
in　the　other　chapters　in　the　kind　of　characters　used　and　their　usage。　However，　the　use　of　characters　for　notation
in　the　last　three　verses（904－906）is　difFerent　from　that　in　the　other　ver『es　of　the　same　chapter，　alld　is　similar
to　that　of　the　other　chapters　of　Man’yδ3厩　What　does　this　phenomenon　mean？
　　The　notation　of“Daku－on”and“Sei．on”in　chapter　5（except　904－906）is　similar　to　that　of　Koゴ弼．　And　we
know　that　the　notation　system　in　Koj’iki　is　older　thanルta　nン　o’sh　zi（except　chapter　5），　because　in、Koブ海there　is　a
clear　distinction　of　the　usage　of‘ルto　characters　in　the　Ancient　Special　Kana．orthography．　Therefore，　it　can　be
inferred　that　the　notation　h　chapter　5（except　904－906）is，　like　that　of　K（）」°iki，　based　on　a　system　earlier　than
the　one　in　the　other　chapters．
　　On　the　contrary，　we　cannot且nd　this　older　kind　of　notatio且in　the　Iast　three　verses．　Moreover，　the　notation
of　these　thr6e　verses　is　similar　to　that　in　the　other　chapters（except　chapter　5）．　This　suggests　that　the　notation
system　in　these　verses　is　Ilewer　than　that　used　in　the　rest　of　chapter　5．
　　Iconclude　therefore　that　these　three　verses　had　been　added　to　the　fifth　chapter　in　later　times．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紳鄭鮒く紳・く軽誌卦毒｛鼠誌蝕舶巡罧騰騨圏ノロ笹撫紳醤督）
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